
　茨城県歯科医師会は、設立以来100
年の歩みを重ね、本年4月には公益社団
法人を取得し、県民の皆様の健康増進
のため、様々な事業を展開しておりま
す。まず、皆様の本会事業に対する日頃
のご理解、ご協力に対しまして、紙面を
お借りし心より厚く御礼申し上げます。
　さて、ご承知のように、現在日本では
高齢化社会が想像を超えるスピードで
進んでいます。茨城県においても例外
ではなく、65歳以上の高齢者が70万人

を突破し、本県の人口比率からすると
24.8％、すなわち4人に1人が高齢者と
いう超高齢化社会を迎えています。過疎
化傾向にある一部の市町村では、その
比率が40％に達しようとしているところ
もあります。
　国民の健康に対する意識の向上と、
それに向けての個人の努力、そして医療
サービスの質的、量的向上などにより平
均寿命が延び、世界に誇れる長寿国に
なったことは、非常に喜ばしい事と思い
ます。しかし、この「平均寿命」に対し、介
護等を必要とせず自立した健康な生活
が送れる期間、いわゆる「健康寿命」が
追いつかない高齢化社会の到来が懸念
されています。平均寿命と健康寿命の差
は、言うならば「不健康な期間」を意味
し、平成22年の国の調査では、男性が

9.13年、女性が12.68年とな
っています（図）。厚生労働省は
「健康日本21」プランの中で、
この差をできるだけ小さくし、
自立した生活ができる期間を
延ばす「健康寿命の延伸」を重
点課題に掲げています。
　健康寿命を延ばすためには、

今までの医療体制の在り方を変えて行
かなければなりません。すなわち「生き
るための医療」から、「生活を支える医
療、こころの医療」への転換です。人々が
老後において楽しい生活を送れるため
（QOLの向上）の医療と、予防医療体制
の充実を図っていくことが必要です。
　具体的には、医療費の大半を占める
糖尿病、高血圧、循環器系疾患などの生
活習慣病や、現在、死亡原因の第3位で
ある肺炎、さらには認知症などの改善・
予防が重要ですが、これらの疾患と、歯、
口の健康が密接に関連していることが、
明らかになっています。つまり、これらの
疾患を改善する最も近道が「歯・口の健
康維持」にあるのです。
　これらの点を県民の皆様にご理解い
ただくため、茨城県歯科医師会では、県
内各地で、「健口づくりキャンペーン」を
実施しています。ご要望があれば、県内
どこへでもお伺いし説明をさせて頂い
ておりますので、お気軽に茨城県歯科医
師会にお問い合わせください。
　今後とも、「お口の健康こそ老後の幸
せ」をモットーに、県民の皆様の健康に
寄与してまいりたいと考えております。

歯科医療は「生きる力を支える生活の医療」です。
日本歯科医師会 http://www.jda.or.jp/ 　茨城県歯科医師会 http://www.ibasikai.or.jp
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「いい歯の日」にあたって
～健康寿命の延伸について～

茨城県歯科医師会PRキャラクター

茨城県 ご当地よ坊さん
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テーマ をめざして
（80歳で20本以上、64歳で24本以上の歯を保つ）

平成25年
茨城県歯科医師会館（水戸市見和２丁目292-1） 入 場 無 料

12：30～16：00（受付 12:00～15:30）月　　日（日）

水戸市立見川小学校金管バンド部　演奏オープニング

登場ゆるキャラ　みがこーモン、よ坊さん、ハッスル黄門、つちまる、
　　　　　　　  はぎまろ、まゆげった、なめりーミコット　他

茨城ご当地ゆるキャラ大集合

よく噛むことの効用を楽しくわかりやすく説明
茨城歯科専門学校　歯科衛生士科学生による「ひみこのはがいーぜ」

県内のゆるキャラが勢揃い！みんなで会いにきてね！

展 示

・８０２０高齢者よい歯のコンクール受賞者インタビュー
・親と子のよい歯のコンクール受賞者からのメッセージ
・歯と口の健康に関するポスター優秀作品
・茨城歯科専門学校紹介（歯科衛生士科・歯科技工士科）
・ゆるキャラ大集合　登場キャラクター紹介
・噛むかむレシピ賞受賞作品展示
・人にやさしい器、笠間焼 来場者に歯科グッズをプレゼント！（数に限りがあります）

体験・相談コーナー
・歯ぐきのサインを見逃すな
・利き水コンテスト
・フッ化物洗口体験　
・口の中の細菌を顕微鏡で見よう、
　ブラッシング指導
・噛むカムチェック　
・マネキン実習体験
・動物石膏模型ペインティング
・健康チェック

☆噛むかむレシピ大募集

茨城歯科専門学校オープンキャンパス
・茨城歯科専門学校
　歯科衛生士科・歯科技工士科紹介
・バザー
・軽食販売、喫食コーナー

茨城県歯科医師会では、噛む回数が増えるおいしいレシピを募集中。
茨城県内の食材をいかした噛みごたえのあるレシピのご応募お待ちしています。

）

8020高齢者よい歯のコンクール

笠間市
山田　定次（81歳）

下妻市
人見　清子（80歳）

下妻市
中川　道子（80歳）

小美玉市
小野　ちゑ（85歳）

土浦市
安藏　幸造（82歳）

親知らずまで全部揃った
立派な歯　３２本
　定期的に歯科医院で検診を
受け歯石を除去してもらって
います。
　歯みがきは１日３回、歯間ブ
ラシも必ず使います。
　歯は生活の基本で全身の病
気と関係があるのだから、会
社や市町村で行う定期健康診
断は、歯科の検診もやるべき
だと思います。

最優秀

優　秀

土浦市
瓦谷　小佐七（90歳）シニア賞

水戸市
澤　真理子（母） 創士（子）

牛久市
稲葉　涼子（母） 康介（子）

水戸市
伊藤　ひろみ（母） 魁里（子）

水戸市
伊藤　ひろみ（母） 陽葵（子）

優　秀

水戸市
AMPAABENG DORIS（母） 加藤  裕輝（子）特別賞

親と子のコンクール（母と子）
　家族ぐるみで歯の健康を意
識し、皆きれいな歯を保ってい
ることが共通の自信になって
います。
　年３～４回の定期歯科検診
と毎日の歯みがきを頑張って
います。
　子どもとよく話すことを大
切に、明るい笑顔を忘れず、こ
れからも歯の健康に気をつけ
ていきたいです。

最優秀

親と子のコンクール（父と子）

水戸市
笠原 鉄聡（父）  穂乃華（子）

　長女との受賞に続き、次女
と受賞することができ、大変う
れしいです。
　家族で８０２０達成を目標に、
毎食後の歯みがきや歯間ブラ
シの使用を心がけ、子ども達
の仕上げみがきは必ず行って
います。
　体力づくりも意識し、子ども
達は外でたくさん遊ばせてい
ます。

最優秀

守谷市
佐伯　太郎（父） 颯太（子）

東海村
中山　裕暁（父） 美月（子）優　秀
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優秀賞 渡　辺　陸　人
笠間市立宍戸小学校 6年

綿　引　愛　々
水戸市立飯富小学校 3年

周　藤　　　楓　
取手市立六郷小学校 3年

佳 作

内　田　桃　音
牛久市立中根小学校 3年

尾　吹　風　香
水戸市立笠原小学校 6年

磯　山　青　葉
石岡市立杉並小学校 3年

縄　　　凜太朗
美浦村立木原小学校 3年

木　村　幸　心
茨城県立大子特別支援学校 3年

田　村　星　夏
結城市立絹川小学校 3年

杉　山　貴　哉
筑西市立下館小学校 6年

新　堀　綾　子
鉾田市立大和田小学校 6年

小　林　泰　基
筑西市立新治小学校 3年

鈴　木　万美子
古河市立古河第四小学校 6年

三代田　侑　季
鉾田市立大和田小学校 6年
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鈴　木　文　健
那珂市立第一中学校 3年優秀賞

江　尻　歩　美
常陸太田市立太田中学校 3年佳 作

田　村　優　奈
鹿嶋市立大野中学校 2年

舘　野　　　歩
結城市立結城中学校 3年

金　坂　亜璃沙
牛久市立牛久第一中学校 2年

平　林　真　依
守谷市立けやき台中学校 2年

加　藤　愛　佳
石岡市立石岡中学校 2年

新　谷　夏　芽
坂東市立猿島中学校 2年
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茨城県歯科保健賞

茨城県歯科衛生士会
東西茨城支部

奨　励　賞

社会福祉法人　秀心会　こどものいえ保育園（日立市）

茨城県歯科医師会長より感謝状 坂東市健康づくり推進課

日立市
大森　竹男 （81歳）

守谷市
佐伯　真由美（母）  颯太（子）


